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要旨
　ストーマを造設した患者のボディ・イメージを先行文献から明らかにすることを目的とし，過去 20 年間の文献検討を行った．
医学中央雑誌 WEB を用い，1993 ～ 2012 年で検索語「人工肛門造設術」に「心理」or「適応」or「受容」or「体験」を掛け合わせ，
看護文献，原著論文に限定した．検索された文献のうち，消化管ストーマ造設患者を対象とし，対象者の言葉で，身体の表現に
関する記述内容がある文献13件を選定した．文献から，身体の表現に関する記述箇所を抽出した．さらに，現象学的視点を踏まえ，
抽出した記述内容に表れていることを中心に，研究者が感じたことや，記述内容の解釈と合わせて具体的な身体のイメージを表
した．そして，具体的な身体のイメージの同類性により類型化し，ストーマを造設した患者のボディ・イメージとした．倫理的
配慮は，文献からの引用は原典から行い，文献の出典を明らかにした．�
　分析の結果，ストーマを造設した患者のボディ・イメージは，《違和感を生み出す身体》，《拒みたいが拒めない身体》，《閉ざ
される身体》，《ストーマに縛られる身体》，《ストーマで区別される身体》，《脆さを感じさせる身体》，《女性性が脅かされる身体》，

《生を感じられる身体》であった．�
　ストーマを造設した患者は，否定的な経験の中で身体感覚を通して，身体と自分は切り離せないことを再確認できると考える．
そして自らの生を感じることができた時に，肯定的に生きることができると考えられる．
　ストーマを造設した患者のボディ・イメージは，身体と自分のつながりを感じるものであり，一部は，自らの生を感じるもの
であった．
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Summary 
    In this review, we analyzed papers published in the last 20 years to assess the body images of  ostomy patients. 
Among the papers we searched Ichushi-Web, and we selected 13 papers on intestinal ostomy patients who refer 
to their body images. Next, we extracted descriptions referring to the body in the papers. Furthermore, we listed 
specific body images by interpreting the descriptions according to phenomenological perspectives. Then, we 
classified the patients' body images according to similarities. With regard to the ethical considerations, we cited 
original texts and indicated the sources.
   As the results the body images of  ostomy patients were as follows: <discomforting body>, <body wants to but 
cannot deny>, <closed body>, <body bound to the stoma>, <body differentiated by the stoma>, <fragile-looking 
body>, <body that takes away femininity>, and <body which feels alive>.
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はじめに

　厚生労働省の調査によると，わが国における身体障
害者数のうち，膀胱・直腸障害者数は 135,000 人と推
計されている 1）．年次推移から，ストーマを造設する
患者は増加傾向にある．
　ストーマ造設は，排泄部位と排泄処理方法の変更を
余儀なくされ，手術前まで持っていた自己のボディ・
イメージを大きく修正していく必要に迫られる 2,3）．�
ボディ・イメージは，身体的側面についての自己概念
であり，自己概念は絶えず主体としての自分に影響を
及ぼし，その人の行動を強く方向付けるものとして機
能する 4）．ボディ・イメージは外界からの影響を受け，
絶えず修正されていき，精神構造の発達に関係する 5）

ため，自己を形成していく上で重要な概念であると考
えられる．
　ソルター 6）は潰瘍性大腸炎のため回腸ストーマ造
設術をした患者を対象とし，現象学的アプローチに
よって，回腸ストーマ保有者の身体の部分や抑制の喪
失，役割変化，ストーマの存在を隠す，社会活動の低
下等，ボディ・イメージの変化を明らかにしている．
そのうち，一部の対象者は，ストーマ閉鎖術を経験し
ており，手術前後のボディ・イメージの変化，さらに，
日常生活を送ることで，ストーマ管理，人との関わり，
社会活動等がボディ・イメージに影響するという，一
時的ストーマ保有者の経験が明らかとなっていた．ま
た，国内ではストーマ保有者のボディ・イメージに焦
点を当てた研究は少ないが，ストーマ受容の概念の一
部について，藤田 7）は「新しい自己イメージを形成
すること」と述べ，梶原 8）は「肯定的自己概念への
統合」と述べており，ストーマ受容の概念から捉えた
ボディ・イメージは明らかになっていることが分かる．
　ストーマを造設した患者が捉えたボディ・イメージ
について，研究者が臨床の場面で出会った患者は，手
術直後，ストーマに対して「怖い，気持ち悪い」とい
うような否定的な反応を示し，見ることや触れること

が困難になることもあった．しばらくすると患者は，
ストーマに対して「かわいい」と話しながらケアをす
るといった肯定的反応を示すようになっていった．患
者は，ストーマが造設されている現実に直面し，自ら
の身体を意識するようになり，ボディ・イメージの変
化に伴って，新たな身体の経験をするのではないかと
考えた．しかし，ストーマを造設した患者が，ボディ・
イメージをどのように捉えているのかを明らかにした
先行研究はほとんど見当たらない．そこで今回は，ボ
ディ・イメージに焦点を当て，ストーマを造設した患
者がボディ・イメージをどのように捉えているのかを
明らかにすることが必要と考えた．ストーマを造設し
た患者のボディ・イメージを明らかにすることで，ス
トーマを造設した患者の主観的な身体の経験を知り，
患者理解を深めることができると考えた．

目的

　ストーマを造設した患者のボディ・イメージを先行
文献から明らかにする．

用語の定義

　ストーマ：消化管や尿路を体外に誘導して造設した
開放孔 9）．前者を消化管ストーマ，後者を尿路ストー
マという．ここでは，消化管ストーマを指すこととす
る．
　ボディ・イメージ：メルロ・ポンティは，相互感覚
的世界における私の姿勢についての包括的な意識，私
の身体が現勢的なまたは可能的な或る任務に向かって
とる姿勢として私に現れる 10）と述べている．つまり，
身体を媒介として存在していることが重要であると考
える．よって，ここではボディ・イメージを，身体と
世界の相互作用の中で私に現れる身体とする．ここで
の世界とは，存在するものの総体を示す．

   We observed that the ostomy patients were particularly aware that they cannot be separated from their bodies 
through physical sensations involving negative experiences. Furthermore, we observed that the opportunity to feel 
alive has helped some patients to lead a positive life.
   We observed that ostomy patients feel a close connection with their bodies, and this has helped to make some of  
them feel alive.

Keywords: Stoma, Body image, Studying papers
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方法

１．キーワードおよび文献集合体の絞り方
　医学中央雑誌 WEB を用いて，1993 年から 2012 年
の過去 20 年間でキーワード「人工肛門造設術」に「心
理」または「適応」または「受容」または「体験」を
掛け合わせ，看護文献，原著論文に限定して検索した．

２．分析対象文献の選定
　分析対象文献の選定基準は，「ストーマ造設患者を
対象としていること」，「対象者の言葉で，身体の表現
に関する記述内容があること」，「看護文献，原著論文
であること」とした．看護文献とした理由は，ストー
マ造設患者の身体の表現が詳細に記述されているため
である．原著論文とした理由はデータに基づいた記述
がされているためである．
　この条件により抽出された文献のうち，論文のタイ
トルやアブストラクト，本文を読み，ストーマが造設
されている患者を対象としており，ストーマ造設患者
の身体の表現に関する記述内容がある文献を選定し
た．�

３．文献の整理・分析方法
１）�文献から，身体の表現に関する記述箇所を抽出し

た．

２）�現象学的視点を踏まえ，抽出した記述内容に表れ
ていることを中心に，研究者が身体の表現からイ
メージとして感じられたことや，記述内容の解釈
と合わせて具体的な身体のイメージを表した．

３）�具体的な身体のイメージの同類性により類型化し，
ストーマを造設した患者のボディ・イメージとし
た．

４）�分析過程において共同研究者と検討し，真実性の
確保に努めた．

倫理的配慮
　文献からの引用は原典から行い，引用した文献の出
典は正確に提示した．データ収集・分析は，文献の整
理・分析の過程を示し，共同研究者間で検討すること
で公正に真実性をもって行った．

結果

１．文献の概要
　検索の結果，117 件が抽出され，�このうち選定基準
に適合した 13 件（事例研究 4 件，質的研究 9 件）を
分析対象文献とした（表 1）．分析対象文献について，
事例研究 4 件のうち，1 件は対象者が男性のみ，3 件
は女性のみであった．質的研究 9 件のうち，1 件は対
象者が女性のみ，7 件は両性，1 件は性別の記載がな

表１　分析対象文献一覧
番号 著者 論文タイトル 雑誌名 発表年

1
前田絵美 ,�
大石ふみ子 ,�
葉山有香

骨盤内臓全摘術後に直腸がん患者が生活を再構築していくプロセ
ス 日本がん看護学会誌，26（2），6-16 2012

2
高橋智子 ,�
田代公美 ,
松山友子

一時的ストーマを造設した患者の経験と看護の検討　ストーマ閉
鎖後の患者へのインタビューを通して ( 報告 1)　ストーマの捉え
方に関する経験について

日本看護学会論文集 :�成人看護 I,�41,�198-201 2011

3
高橋智子 ,�
田代公美 ,
松山友子

一時的ストーマを造設した患者の経験と看護の検討　ストーマ閉
鎖後の患者へのインタビューを通して ( 報告 2)　生活に関する経
験について

日本看護学会論文集 :�成人看護 I,�41,�157-160 2011

4
祖父江正代 ,�
前川厚子 ,
竹井留美

ストーマケアにおける患者と看護師間の相互行為と自己適応との
関連性 日本創傷・オストミー・失禁管理学会誌 ,�14(2),�221-229 2010

5
高崎萌 ,�
横山奈緒美 ,
宮部美香子

永久ストーマ造設術を余儀なくされた患者が抱えるストレスと対
処行動の一考察 東海ストーマ・排泄リハビリテーション研究会誌 ,�30(1),�13-18 2010

6 三木�佳子 ストーマをもつ既婚女性の日常生活における困難の捉え方と対処 日本看護科学会誌，30(1)，42-51 2010

7
祖父江正代 ,
前川厚子 ,
竹井留美

結腸ストーマ保有者の自己適応過程とそのパターン分析 日本創傷・オストミー・失禁ケア研究会誌 ,�11(2),�41-51 2007

8 久保田早苗 ,
遠藤みどり

オストメイトの自己効力感の要因に関する研究　患者会に参加し
ているオストメイト 3 事例を通して 日本看護学会論文集　成人看護 II,�(37),�156-158 2007

9
石田奈々 ,
田畠琴香 ,
渡邊好恵�他�

緊急ストーマ造設患者のストーマ受容に向けての援助 東海ストーマリハビリテーション研究会誌 ,�26(1),�97-100 2006

10 奥村恵子 空腸人工肛門となり基本的生活習慣が大きく変化した患者への精
神的援助 東海ストーマリハビリテーション研究会誌 ,�26(1),�59-65 2006

11 松原康美 ,
遠藤恵美子

がんの再発・転移を告知され , 永久的ストーマを造設した患者と
看護師で行うナラティヴ・アプローチの効果 日本がん看護学会誌 ,�19(1),�33-42 2005

12
山本由紀 ,�
宇城靖子 ,�
東尾好香�他

ストーマ造設患者の術前術後の心理状態変化　フィンクの危機モ
デルを用いて STOMA:�Wound�&�Continence,�8(3),�108-114 1998

13
平瀬加世子 ,��
山本直子 ,
平山順子��他

ストーマケアによる患者心理の変化 STOMA:�Wound�&�Continence,�7(3),�135-137 1996
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かった．
　分析対象文献において，対象者の造設されたストー
マの種類は，イレオストミー 2 件，コロストミー 3 件，
イレオストミーまたはコロストミー 3 件，イレオスト
ミーまたはコロストミーまたはウロストミー 1 件，ダ
ブルストーマ 1 件，消化管ストーマ（種類の記載なし）
3 件であった．対象者のストーマを造設されてからの
期間は手術後から 10 年であった．

２．ストーマを造設した患者のボディ・イメージ
　分析対象文献 13 件の記述内容から，8 つのストー
マを造設した患者のボディ・イメージが得られた．ス
トーマを造設した患者のボディ・イメージは，《違和
感を生み出す身体》，《拒みたいが拒めない身体》，《閉
ざされる身体》，《ストーマに縛られる身体》，《ストー
マで区別される身体》，《脆さを感じさせる身体》，《女
性性が脅かされる身体》，《生を感じられる身体》であっ
た（表 2）．以下に，それぞれのボディ・イメージの
説明を記述する．本文中，ストーマを造設した患者の
ボディ・イメージを《　》，具体的な身体のイメージ
を〈　〉，分析対象文献の本文に記述されている身体
の表現を「　」と示す．

１）《違和感を生み出す身体》
　《違和感を生み出す身体》は，手術をしたことでこ
れまで経験したことのない身体となり，ストーマが自
分のものとは感じられず，不思議なものであり，違和
感を生み出しているというボディ・イメージであった．
これには〈不思議な孔のある身体〉，〈得体の知れない
ものが付いた身体〉，〈違和感のある身体〉が含まれた．

〈不思議な孔のある身体〉は「お腹に孔があいていて
不思議な感じだよ 11）．」と表現しており，本来はない
はずの孔が腹部に存在し，不思議に感じていた．
２）《拒みたいが拒めない身体》
　《拒みたいが拒めない身体》は，ストーマのある腹
部から排便があることを不快に思い，なくしてほしい
が，拒めないというボディ・イメージであった．これ
には〈望まないストーマのある身体〉，〈認めたくない
ストーマのある身体〉が含まれた．〈認めたくないス
トーマのある身体〉は「無くして欲しい，もう見たく
ない 12）．」と表現しており，ストーマは自分には必要
のないもので見たくないほど嫌なものと感じていた．
３）《閉ざされる身体》
　《閉ざされる身体》は，他者にはないストーマのあ
る身体となったことで，他者に裸を見せるような行動
はできず，温泉旅行も制限しているため外部から閉ざ

されているというボディ・イメージであった．これに
は〈裸を見せられない身体〉，〈温泉旅行を制限するス
トーマのある身体〉，〈隠してしまう身体〉が含まれた．

〈隠してしまう身体〉は「隠さなくたっていいんじゃ
ないかと思うけれども 13）．」と表現しており，ストー
マを造設していることを隠したくないが実際は隠し，
閉鎖的になっている身体を感じていた．
４）《ストーマに縛られる身体》
　《ストーマに縛られる身体》は，排泄の調節が難しく，
自分の意志とは関係なく排出することや，排泄物の臭
いや漏れが気になり，ストーマが頭から離れず，ストー
マによって自由を制限されるというボディ・イメージ
であった．これには〈常に臭いが気になる身体〉，〈臭
いが気がかりとなる身体〉，〈常に便の漏れが気がかり
となる身体〉，〈常にハラハラさせられる身体〉，〈常に
ストーマで占められている身体〉，〈大変さを感じさせ
られる身体〉があった．〈常に便の漏れが気がかりと
なる身体〉は「漏れないかどうかはいつも気にしてい
る．もし漏れたらとか，その間に出たらとかと思うと
不安 14）．」と表現しており，常に便の漏れを気にして
ストーマのことを中心に考え，予期せぬ排便に振り回
され不安になっている身体を感じていた．
５）《ストーマで区別される身体》
　《ストーマで区別される身体》は，ストーマを造設
したことで身体障害者となり，他者から区別されるこ
とを感じていた．ストーマは，着衣の状態の外見では
分からないことから，他の身体障害者より軽いと感じ，
他の身体障害者とも区別されているというボディ・イ
メージであった．これには〈障害が意識されるストー
マのある身体〉，〈軽い障害のある身体〉，〈見た目では
分からない障害のある身体〉，〈見た目では分からない
ストーマのある身体〉，〈他者から区別される身体〉，〈臭
えば疎まれるかもしれない身体〉が含まれた．〈見た
目では分からない障害のある身体〉は「障害者なんで
すよね，見た目では何もわからない 13）．」と表現して
おり，ストーマがあることによって身体障害者となる
ことが意識されているが，見た目では他者には分から
ないことを感じていた．
６）《脆さを感じさせる身体》
　《脆さを感じさせる身体》は，ストーマを造設して
から排泄物が漏れる経験で，自分の弱さや情けなさを
感じていた．さらに，ストーマはがんを思い出させる
ものであり，ストーマを見ることで，自分の抱えてい
る脆さを感じるというボディ・イメージであった．こ
れには〈ふがいない自分を見せつける身体〉，〈がんで
あることを見せられる身体〉，〈がんと共に意識する身
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表２　ストーマを造設した患者のボディ・イメージ
ボディ・イメージ 具体的な身体のイメージ 本文中の身体の表現　　 対象文献

違和感を生み出す身体

不思議な孔のある身体 お腹に孔があいていて不思議な感じだよ． 2
得体の知れないものが付いた身体 何でこんなんがついたの． 10

違和感のある身体 （ストーマを見て）梅干しみたい．汚い． 12
（ストーマを見て）梅干しみたい．なんか気持ち悪い． 12

拒みたいが拒めない身体 望まないストーマのある身体 お腹から便が出るなんて嫌だな． 7
認めたくないストーマのある身体 無くして欲しい，もう見たくない． 10

閉ざされる身体

裸を見せられない身体 人前では裸になれないし，見せられないな． 2

温泉旅行を制限するストーマのある身体 ストーマを保有して生活している自分を見られたくな
いと，温泉旅行を制限していた． 3

隠してしまう身体 隠さなくたっていいんじゃないかと思うけれども． 8

ストーマに縛られる身体

常に臭いが気になる身体 臭うのではないか 4
臭うのではないか 7

臭いが気がかりとなる身体 漏れると周囲の人に分かってしまう，臭いと思われて
しまう． 4

常に便の漏れが気がかりとなる身体 漏れないかどうかはいつも気にしている．もし漏れた
らとか，その間に出たらとかと思うと不安． 7

常にストーマで占められている身体 常に気持ちがここ（ストーマ）にある．忘れていると
きがない．常に頭から離れたことはない． 6

常にハラハラさせられる身体 外出先で下痢をしたらお手上げ，いつどこで何が起こ
るかわからない． 6

常に気にするストーマのある身体 寝ているときでも意識的に（ストーマを）触っている． 1

大変さを感じさせられる身体 しんどくなってきてもなかなか言えない．こんなん（ス
トーマ）ついてるから漏れたりしたら大変． 1

ストーマで区別される身体

障害が意識されるストーマのある身体 障害者になってしまった． 7
軽い障害のある身体 他の障害者より軽いからいい． 7
見た目では分からない障害のある身体 障害者なんですよね，見た目では何もわからない． 8

他者から区別される身体 身体障害者手帳の申請をすることで他の人に知られ，
「あの人，袋つけている」と言われないかなと思う． 6

臭えば疎まれるかもしれない身体
近所にストーマのある人が住んでおり，「くさい」，「汚
い」と言われていた．自分も他人から疎まれるのでは
ないかと不安を抱いていた．

5

脆さを感じさせる身体

ふがいない自分を見せつける身体

（便漏れがあり，さらに創部から浸出液を認め）汚い
なあ．こんなになってしまって情けない． 13

（装具交換方法の理解不足や未熟な手技による便漏れ
や対処困難の問題，ケア用品の自己調節による皮膚ト
ラブルの問題に直面し）情けない．

3

（交換時には目をそらし）情けない，汚い． 9

がんであることを見せられる身体 ストーマを見ると，自分ががんであることを思い出す．
自分の身体のことだから忘れることができない． 11

がんと共に意識する身体 新たながんはできるかもしれない． 6

壊れそうなもろいものを抱える身体
（がんの再発に関して）なんとも言えないようなもの
をいつも抱えているような，なんかひび割れたお茶碗
を持っているみたいな．

1

女性性が脅かされる身体

女性としての負い目を感じさせられる身体（性生活ができず）やっぱり自分で負い目もあった． 6

女性としての痛みを取り繕わせる身体
主人がお前は穴という穴全部ない．だから女でないし
人間でもない．言うからわるかったなあ．ほななんや．
化けもんや．言うたら笑っていた．

1

生を感じられる身体

ストーマを意識しないでいられる身体 体の調子がよくなると人工肛門をつけている意識はな
くなった． 2

ストーマで生きられている身体
ストーマを造ったことによって命が助かった． 7
ありがたい．ストーマで命拾いした． 11
命が助かった． 6

ストーマを必要とする身体 ストーマはなくてはならないものだから 7

健康のありがたみを感じられる身体 昔は健康のありがたみっていうのはぜんぜん感じてい
ないんだよね． 8

自分を見るきっかけとなった身体 毎日の忙しさの中で，自分を見失っていた．がんになっ
て初めて自分を見ようと心掛けている． 11

からだの大切さを教えてくれる身体 がんになってから気持ちが変わった，自分の身体のこ
とを第一に考えるようになった． 11
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体〉，〈壊れそうなもろいものを抱える身体〉が含まれ
た．〈がんであることを見せられる身体〉は「ストー
マを見ると，自分ががんであることを思い出す．自分
の身体のことだから忘れることができない 15）．」と表
現しており，ストーマの存在によって，がんでストー
マを造設したことを再認識することになり，がんであ
ることを気にかけ，がんをきっかけに常に身体を感じ
ていた．
７）《女性性が脅かされる身体》
　《女性性が脅かされる身体》は，ストーマを造設す
ることによって，女性としての役割が果たせず，負い
目を感じていた．そして，身体の変化に関する女性と
しての痛みを感じるというボディ・イメージであっ
た．これには〈女性としての負い目を感じさせられる
身体〉，〈女性としての痛みを取り繕わせる身体〉が含
まれた．〈女性としての負い目を感じさせられる身体〉
は「（性生活ができず）やっぱり自分で負い目もあっ
た 16）．」と表現しており，夫婦間での女性としての性
役割が思うようにできず自分の身体に罪があると負担
に感じていた．
８）《生を感じられる身体》
　《生を感じられる身体》は，ストーマによって，自
分の命が助かり，なくてはならないものと感じていた．
そして，初めて身体の大切さを教えてくれることを経
験し，生きられている身体を感じるというボディ・イ
メージであった．これには〈ストーマを意識しないで
いられる身体〉，〈ストーマで生きられている身体〉，〈ス
トーマを必要とする身体〉，〈健康のありがたみを感じ
られる身体〉，〈自分を見るきっかけとなった身体〉，〈か
らだの大切さを教えてくれる身体〉が含まれた．〈ス
トーマで生きられている身体〉は「ありがたい．ストー
マで命拾いした 15）．」と表現しており，自分には命が
あり，生きていることを感じていた．〈ストーマを必
要とする身体〉は「ストーマはなくてはならないもの
だから 14）．」と表現しており，ストーマのある身体が
手術後の自分にとって必要であることを感じていた．
そして，〈からだの大切さを教えてくれる身体〉は「が
んになってから気持ちが変わった，自分の身体のこと
を第一に考えるようになった 15）．」と表現しており，
がんによって手術をした患者は，身体に対する認識の
変化を感じていた．

考察

　分析の結果得られた 8 つのボディ・イメージは，ス
トーマを造設した患者にとってどのような意味を持つ

のかを理解するため，各ボディ・イメージの意味が共
通しているものをまとめて考察する．

１．《違和感を生み出す身体》の意味
　患者は，手術後ストーマが造設された身体を感じた
時に，不思議な感覚や得体の知れない気持ち悪さを感
じ，否定も肯定もできないような《違和感を生み出す
身体》を抱いている．トゥームズは異常な感覚体験に
焦点を当て始めると，患者は身体に注意を集中し始め，
そこで感じられる身体的混乱そのものが主題となって
いく 17）と述べている．同様にストーマを造設した患
者は，違和感という感覚によって，身体を意識するよ
うになると考えられる．

２．�《拒みたいが拒めない身体》，《閉ざされる身体》，《ス
トーマに縛られる身体》，《ストーマで区別される
身体》の意味

　ストーマを造設した患者は，はっきりとしない身体
の違和感から，視覚や嗅覚，触覚などの明らかな身体
感覚を通して，《拒みたいが拒めない身体》，《閉ざさ
れる身体》，《ストーマに縛られる身体》，《ストーマで
区別される身体》を抱いている．これは感覚を通して
身体に注目し続けることから，自分を身体に引き込む
と考えられる．トゥームズは，機能不全に陥ると，基
本的なことで，身体は自己自身をコントロールできな
くなる．コントロールを失うと，身体と自己との共生
関係が明らかになる 17）と述べている．ストーマのあ
る日常生活の中で，便漏れや排便コントロールが不良
となることが少なくない．その度に苛立ちやどうしよ
うもないといった否定的な思いを抱く．同時に身体感
覚を通して，身体が常に頭から離れず気になり，その
経験から自分と身体のつながりを知り，自分自身と身
体は分離できないものと気づくようになると考えられ
る．

３．�《脆さを感じさせる身体》，《女性性が脅かされる
身体》の意味

　患者は，排泄物の漏れや皮膚のトラブル，創傷治癒
遅延が起こることで自分自身に情けなさを感じてい
る．さらに，腫瘍によってストーマを造設した場合に
は，ストーマを見ることでがんであったことを想起し，
がんの再発を意識するようになる．ストーマを造設す
る前の身体のような強さは失われ，反対に弱く，壊れ
そうな《脆さを感じさせる身体》を抱いている．さら
に，女性として，女性役割を果たすことができないこ
とや，身体の外見の変化による苦難を他者に伝えられ
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ない経験から，《女性性が脅かされる身体》を抱いて
いる．これらの 2 つのボディ・イメージは，自分の身
体に起こっていることに直面することで苦難を認めて
いると考えられる．雲は，肝がん患者の苦難の体験に
ついて，闘病過程において数々の苦難に遭遇し，その
体験の中からそれぞれの新たな生き方を見いだしてい
た 18）と述べている．肝がん患者とストーマ造設患者
では疾患の違いはあるが，両者の体験では身体的，心
理的，精神的に不快な感情を伴うことは共通している
と考える．よって，ストーマ造設患者が身体に起こる
苦難に直面することで，苦難を認めることができ，共
に在りながら，その先の生き方も再構築していくと考
えられる．

４．《生を感じられる身体》の意味
　ストーマを造設する元となる疾患やストーマを持ち
ながら生活する中で，患者は身体感覚としての痛み
や，他者との関わりで恥を感じる経験をしている．加
えて，ストーマがあることで，自分は生きており，改
めて身体を大切に思うという経験をしている．ストー
マを造設することで，命が助かり，健康のありがたみ
を再確認し，自分を見ることの大切さを再確認できて
いる．それらを通して《生を感じられる身体》という
ボディ・イメージを抱き，自らの命を実感できること
があると考える．三輪は，人は自己の身体を，恥，臆
病，痛み，恐怖のような否定的経験を通してより多く
見出す，人が身体をば時に自己から切り捨てたいと思
うことのある理由である 19）と述べている．そうでは
あるが，苦難があることで自分自身と身体は切り離す
ことができないことを再確認できるといえる．ストー
マを造設したことによって，今の身体があることに気
づき，感謝していた．ストーマがあることで，否定的
な経験を重ね，つらく苦しい日常もあるが，そればか
りではなく，現状に感謝することができると考えられ
る．また，ストーマはがんであることを思い出させる
ものであるが，疾患を持つことによって認識が変化し，
自分を大切にしたいという気持ちが表出されている．
時に身体を振り返り，手術によって外見は変わるもの
の，それ以外に得られることがあると考える．このよ
うに，ストーマを造設した患者は，自らの生を感じる
ことができた時には，肯定的に生きることができると
考えられる．

結論

　ストーマを造設した患者のボディ・イメージは《違

和感を生み出す身体》，《拒みたいが拒めない身体》，《閉
ざされる身体》，《ストーマに縛られる身体》，《ストー
マで区別される身体》，《脆さを感じさせる身体》，《女
性性が脅かされる身体》，《生を感じられる身体》であっ
た．
　ストーマを造設した患者のボディ・イメージは，身
体と自分のつながりを感じるものであり，一部は，自
らの生を感じるものであった．

研究の限界と今後の課題

　先行文献からの引用のため，対象者が表出した身体
に関する表現の把握には限界があると考えられる．ま
た，今回は消化管ストーマを造設した患者のボディ・
イメージに焦点を当てているため，ストーマを造設し
た患者のボディ・イメージの一部を捉えていると考え
る．今後は，患者の経験をもとにボディ・イメージを
どのように捉えているのかを詳細に明らかにする必要
がある．
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